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岸
田
首
相
は
、
６
月
末
の
北

大
西
洋
条
約
機
構
︵
Ｎ
Ａ
Ｔ

Ｏ
︶
首
脳
会
議
に
日
本
の
首
相

と
し
て
初
め
て
参
加
し
た
。
首

相
は
﹁
欧
州
と
イ
ン
ド
太
平
洋

の
安
全
保
障
は
切
り
離
せ
な

い
﹂
と
し
て
、
中
国
の
海
洋
進

出
を
念
頭
に
﹁
力
に
よ
る
一
方

的
な
現
状
変
更
の
試
み
に
反
対

す
る
﹂
と
し
て
、
日
本
と
Ｎ
Ａ

Ｔ
Ｏ
の
協
力
指
針
で
あ
る
﹁
日

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
国
別
パ
ー
ト
ナ
ー

に
合
わ
せ
て
韓
国
、
豪
州
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
と
も
首
脳

会
議
を
開
き
４
カ
国
︵
Ａ
Ｐ

４
︶
が
主
導
し
イ
ン
ド
太
平
洋

諸
国
と
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
と
の
協
力
を

強
化
す
る
こ
と
も
確
認
し
た
。

　
米
国
は
、
中
国
と
対
抗
す
る

た
め
日
米
豪
印
ク
ア
ッ
ド
︵
Ｑ

Ｕ
Ａ
Ｄ
︶
や
英
米
豪
の
オ
ー
カ

ス
︵
Ａ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
︶
、
イ
ン
ド

太
平
洋
経
済
枠
組
み
︵
Ｉ
Ｐ
Ｅ

Ｆ
︶
な
ど
次
々
に
多
国
間
の
枠

組
み
を
構
築
し
て
い
る
が
、
岸

田
政
権
は
こ
の
米
国
の
先
兵
と

な
っ
て
走
り
回
っ
て
い
る
。

新
興
諸
国
の
自
主
的
動
き

　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
で
、
第
２

次
大
戦
後
の
米
国
主
導
の
世
界

秩
序
は
明
ら
か
に
転
換
し
た
。

米
国
の
没
落
は
決
定
的
と
な

り
、
世
界
の
各
国
間
の
力
関
係

は
大
き
く
変
化
し
て
い
る
が
、

米
国
は
覇
権
維
持
の
た
め
に
い

た
る
と
こ
ろ
で
悪
あ
が
き
を
続

け
て
い
る
。

　
７
月
８
、
９
日
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
で
主
要
20
カ
国
︵
Ｇ

20
︶
の
外
相
会
合
が
開
か
れ

た
が
、
新
興
諸
国
が
米
欧
側
に

与
︵
く
み
︶
し
な
い
、
自
国
の

国
益
重
視
の
外
交
姿
勢
が
目

立
っ
た
。

　
議
長
国
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

は
、
ロ
シ
ア
の
参
加
に
難
色
を

示
す
Ｇ
７
を
押
し
切
っ
て
ロ
シ

ア
を
招
待
し
た
。

シ
ッ
プ
協
力
計
画
﹂
を
抜
本
改

訂
す
る
こ
と
を
表
明
し
た
。

　
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
は
今
回
採
択
し
た

新
た
な
﹁
戦
略
概
念
﹂
で
、
初

め
て
中
国
に
つ
い
て
言
及
し
、

中
国
へ
の
対
抗
を
明
記
し
た
。

岸
田
首
相
は
、
こ
の
﹁
戦
略
概

念
﹂
に
中
国
を
明
記
さ
せ
、

﹁
イ
ン
ド
太
平
洋
﹂
へ
の
Ｎ
Ａ

Ｔ
Ｏ
の
関
与
拡
大
を
引
き
出
す

役
割
を
演
じ
た
。

　
さ
ら
に
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
首
脳
会
議

　
ブ
ラ
ジ
ル
外
相
は
ロ
シ
ア

外
相
と
個
別
に
会
談
し
﹁
対

ロ
制
裁
が
世
界
の
食
料
・
エ

ネ
ル
ギ
ー
や
途
上
国
に
及
ぼ

す
影
響
へ
懸
念
﹂
を
表
明
し

た
。
農
業
大
国
の
ブ
ラ
ジ
ル

は
輸
入
肥
料
の
２
割
を
ロ
シ

ア
に
頼
っ
て
い
る
。

　
ま
た
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
外
相

は
、
中
国
外
相
と
会
談
し
、

ブ
ラ
ジ
ル
、
中
、
ロ
、
印
、

南
ア
の
５
カ
国
に
よ
る
﹁
Ｂ

Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
﹂
へ
の
加
盟
を

﹁
支
持
す
る
﹂
約
束
を
取
り

付
け
た
。

　
イ
ン
ド
外
相
も
、
中
ロ
の

外
相
と
相
次
い
で
会
談
し
、

ロ
シ
ア
外
相
と
の
会
談
で
は

﹁
印
ロ
間
の
す
べ
て
の
レ
ベ

ル
で
の
接
触
の
拡
大
﹂
に
向

け
て
取
り
組
む
こ
と
を
再
確

認
し
た
。
米
欧
が
ロ
シ
ア
産

原
油
の
禁
輸
を
打
ち
出
す
中

で
も
、
イ
ン
ド
は
ロ
シ
ア
産

原
油
の
輸
入
を
こ
の
間
も
拡

大
し
て
い
る
。
し
か
も
輸
入

代
金
の
決
済
を
人
民
元
で

行
っ
て
い
る
。

　
ブ
リ
ン
ケ
ン
米
国
務
長
官

は
９
日
の
記
者
会
見
で
、

﹁
Ｇ
７
だ
け
で
な
く
多
く
の

国
々
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
侵
攻

し
た
ロ
シ
ア
を
非
難
し
、
ロ

シ
ア
は
孤
立
し
て
い
た
﹂
と

強
調
し
た
が
、
実
際
に
は
、

新
興
国
は
ロ
シ
ア
や
中
国
と

積
極
的
に
個
別
会
談
を
行

い
、
経
済
な
ど
で
の
関
係
強
化

を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。
米
国
は
Ｇ

７
な
ど
同
盟
国
を
足
が
か
り
に

新
興
諸
国
の
取
り
込
み
を
図
っ

て
い
る
が
、
新
興
諸
国
は
自
主

的
傾
向
を
強
め
て
お
り
、
容
易

で
は
な
い
。

　Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
が
拡
大
へ

　
米
国
が
中
国
や
ロ
シ
ア
へ
の

対
抗
を
い
ち
だ
ん
と
強
め
、
世

界
に
分
断
を
持
ち
込
む
動
き
に

対
し
て
、
中
国
を
は
じ
め
Ｂ
Ｒ

Ｉ
Ｃ
Ｓ
諸
国
も
新
た
な
動
き
を

始
め
て
い
る
。

　
６
月
23
日
、
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

の
第
14
回
首
脳
会
議
が
、
中

国
の
習
近
平
国
家
主
席
の
主
宰

で
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
か
れ
た
。

習
主
席
は
、
﹁
一
部
の
国
は
利

己
的
な
安
全
保
障
を
求
め
て
軍

事
同
盟
を
拡
大
し
、
他
国
に
陣

営
の
対
立
を
強
要
し
、
他
国
の

権
利
と
利
益
を
無
視
し
、
一
方

的
に
他
国
を
制
裁
し
、
他
国
の

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
発
展
を
妨

害
し
、
自
ら
の
覇
権
を
維
持
し

よ
う
と
し
て
い
る
﹂
と
米
国
に

よ
る
制
裁
を
批
判
し
た
。

　
24
日
に
は
、
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

５
カ
国
に
加
え
て
ア
ル
ジ
ェ
リ

ア
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
エ
ジ
プ

ト
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
イ
ラ

ン
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
、
セ
ネ
ガ

ル
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
、
カ
ン

ボ
ジ
ア
、
エ
チ
オ
ピ
ア
、
フ
ィ

ジ
ー
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
タ
イ
の

13
カ
国
が
参
加
し
て
Ｂ
Ｒ
Ｉ

Ｃ
Ｓ
拡
大
会
議
が
開
か
れ
た
。

習
主
席
は
﹁
閉
鎖
さ
れ
た
小
さ

な
グ
ル
ー
プ
で
は
な
く
、
そ
れ

以
外
の
多
く
の
新
興
国
や
途
上

国
が
協
力
し
合
い
、
共
同
自
立

を
実
現
す
る
新
た
な
協
力
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
構
築
す

る
﹂
と
述
べ
、
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
の

加
盟
国
拡
大
を
呼
び
掛
け
た
。

　
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
の
５
カ
国
の
中

に
は
意
見
の
相
違
も
あ
り
、
ま

た
中
国
と
イ
ン
ド
は
国
境
問
題

に
よ
る
に
ら
み
合
い
も
続
け
て

い
る
。
だ
が
06
年
の
創
設
以

降
、
中
国
は
急
速
に
力
を
つ
け

す
で
に
購
買
力
平
価
国
内
総
生

産
︵
Ｇ
Ｄ
Ｐ
︶
で
は
す
で
に
米

国
を
追
い
抜
い
て
い
る
。
イ
ン

ド
も
非
同
盟
の
姿
勢
を
貫
き
な

が
ら
米
欧
と
渡
り
合
っ
て
い

る
。
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
５
カ
国
と
拡

大
会
議
参
加
13
カ
国
の
人
口

は
世
界
の
総
人
口
の
半
分
以
上

で
あ
る
。
一
方
、
Ｇ
７
と
対
ロ

制
裁
参
加
国
の
人
口
は
世
界
の

15
％
程
度
に
過
ぎ
な
い
。
世

界
経
済
に
占
め
る
Ｇ
７
と
Ｂ
Ｒ

Ｉ
Ｃ
Ｓ
５
カ
国
の
購
買
力
平
価

Ｇ
Ｄ
Ｐ
構
成
比
︵
２
０
２
１

年
︶
も
Ｇ
７
の
30
・
81
％
に

対
し
て
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
５
カ
国
は

31
・
64
％
と
ほ
ぼ
互
角
で
あ

る
。
中
国
は
﹁
一
帯
一
路
﹂
で

各
国
と
の
経
済
的
結
び
つ
き
を

強
め
て
い
る
。

　
拡
大
会
議
を
受
け
て
早
速
ア

ル
ゼ
ン
チ
ン
と
イ
ラ
ン
が
Ｂ
Ｒ

Ｉ
Ｃ
Ｓ
へ
の
加
盟
申
請
を
行
っ

た
。
イ
ン
ド
は
拡
大
に
慎
重
姿

勢
を
見
せ
て
い
る
が
、
意
見
の

違
い
を
互
い
に
認
め
合
い
な
が

ら
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
の
結
束
を
維
持

し
て
き
た
歴
史
か
ら
見
れ
ば
、

以
降
も
加
盟
国
の
拡
大
は
続
く

だ
ろ
う
。

新
興
国
の
台
頭
は
世
界
の
流
れ

　
米
国
主
導
の
世
界
秩
序
が
転

換
す
る
中
で
、
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
に

限
ら
ず
、
新
興
諸
国
の
台
頭
と

発
言
力
の
増
大
は
世
界
の
流
れ

の
主
流
と
な
っ
た
。
こ
ん
に
ち

の
世
界
は
米
国
の
意
の
ま
ま
に

な
る
世
界
で
は
な
い
。

　
だ
が
、
わ
が
国
歴
代
保
守
政

権
は
日
米
同
盟
を
基
軸
と
す
る

外
交
、
防
衛
政
策
に
し
が
み
つ

い
て
き
た
。
岸
田
政
権
も
冒
頭

述
べ
た
よ
う
に
、
日
米
同
盟
体

制
を
基
軸
と
し
な
が
ら
、
そ
の

範
囲
を
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
に
ま
で
拡
大

し
て
対
中
国
包
囲
網
づ
く
り
に

奔
走
し
て
い
る
。
野
党
も
似
た

り
寄
っ
た
り
で
、
明
確
な
対
抗

軸
を
示
し
て
い
な
い
。
Ｎ
Ａ
Ｔ

Ｏ
首
脳
会
議
閉
会
直
後
に
は
、

わ
が
国
企
業
も
出
資
す
る
ガ
ス

田
﹁
サ
ハ
リ
ン
２
﹂
に
つ
い

て
、
ロ
シ
ア
が
日
本
を
排
除
す

る
大
統
領
令
に
署
名
し
た
。
わ

が
国
の
ロ
シ
ア
制
裁
参
加
と
ロ

シ
ア
敵
視
強
化
が
理
由
で
あ
る

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
エ
ネ

ル
ギ
ー
さ
え
ま
と
も
に
確
保
で

き
な
い
で
国
民
生
活
が
守
れ
る

の
か
。
岸
田
政
権
の
進
め
る
外

交
・
安
保
政
策
は
、
世
界
の
流

れ
に
逆
行
す
る
も
の
で
あ
り
、

わ
が
国
の
国
益
と
も
合
致
せ

ず
、
大
多
数
の
新
興
諸
国
の
利

益
と
も
合
致
し
な
い
。

　
参
院
選
が
終
わ
り
、
岸
田
政

権
は
、
政
策
遂
行
を
本
格
化
さ

せ
る
。
外
交
・
安
全
保
障
政
策

で
は
、
９
月
に
は
日
中
国
交
正

常
化
50
周
年
を
迎
え
、
対
中

国
政
策
で
ど
う
い
う
態
度
を
と

る
の
か
注
目
さ
れ
る
。
現
在
の

よ
う
な
中
国
敵
視
の
政
策
は
転

換
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
年
内
に
は
﹁
国
家
安
全

保
障
戦
略
﹂
を
含
む
安
保
防
衛

関
係
３
文
書
の
改
定
を
予
定
し

て
い
る
。
防
衛
費
の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ

比
２
％
へ
の
増
額
を
政
府
・
自

民
党
は
強
引
に
進
め
よ
う
と
し

て
お
り
、
中
国
や
ア
ジ
ア
諸
国

の
警
戒
心
を
高
め
て
い
る
。

　
対
米
追
随
で
は
わ
が
国
の
国

益
は
守
れ
な
い
。
財
界
の
中
に

も
中
国
と
の
関
係
改
善
と
深
化

を
求
め
る
声
は
強
い
。
ま
し
て

ア
ジ
ア
の
平
和
を
求
め
る
国
民

各
層
の
声
は
大
き
い
。
対
米
追

随
か
ら
の
脱
却
こ
そ
﹁
決
断
と

実
行
﹂
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
岸
田
政
権
の
軍
備
増
強
策
に

に
反
対
し
、
対
中
国
政
策
の
転

換
を
求
め
、
ア
ジ
ア
の
平
和
と

新
興
諸
国
と
共
に
生
き
る
た
め

の
国
民
運
動
を
強
め
よ
う
。
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
︵
Ｙ
︶

新興国の自主的動きが目立ったＧ20外相会合（７月８日、インドネシア）

自
主
的
動
き
を
強
め
る
新
興
諸
国
︱
流
れ
に
逆
行
す
る
岸
田
内
閣

参
議
院
選
挙
の
結
果
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
紙
７

月
25
日
号
で
報
道
す
る
予
定
で
す


